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一
年
一
騎
の
換
機
…

村

長

P 

九
時
み
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
の
で
と
一
め
て
完
了
の
折
、
別
の
機
会
に
申
し

か
ご
ぎ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
昭
和
四
一
述
べ
る
乙
と
に
致
し
た
い
と
思
い
ま

十
五
年
の
新
春
を
九
お
す
こ
や
か
に
一
す
J

迎
え
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
一
現
今
我
村
の
よ
う
な
山
村
の
カ
ソ

喜
び
出
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
ま
し
て
一
対
策
に
付
き
ま
し
て
は
、
私
が
こ
こ

平
素
材
民
各
位
の
材
政
に
対
し
ま
し
一
に
申
す
ま
で
も
な
く
国
を
よ
げ
て
こ

J
)

で
の
、
御
教
導
と
御
協
力
に
対
し
厚
一
の
重
大
問
題
を
検
討
致
し
て
お
り
プ

く
御
礼
市
申
し
上
げ
ま
す
。

ιう
か
、
一
近
々
に
は
何
等
か
の
恩
恵
も
あ
る
も

本
年
も
旧
年
に
倍
し
ま
し
て
、
調
指
一
の
と
思
い
ま
す
。
ー

導
御
鞭
捷
賜
り
ま
す
よ
う
一
室
に
お
一
し
か
し
、
日
本
は
今
回
世
界
の
工

願
い
散
し
ま
す
。
~

υ

一
業
国
と
し
て
生
ま
れ
変
ろ
っ
と
し
て

今
年
は
、
国
政
に
於
き
ま
し
で
も
一
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
申
で
、

昨
年
の
幕
、
皆
様
め
選
出
さ
れ
ま
し
一
準
農
林
業
と
し
て
生
き
ぬ
か
ね
ば
な

た
衆
議
院
議
員
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
一
ら
な
い
本
村
の
立
場
を
、
今
我
々
は

に
よ
θ
、
我
々
の
期
待
に
添
っ
た
新
一
他
人
事
で
は
な
く
真
剣
に
考
え
ね
ば

し
い
政
治
が
行
な
わ
れ
る
も
の
と
思
一
な
ら
な
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
地

い

ま

す

。

一

形

的

に

は

、

他

に

類

の

な

い

ほ

ど

の

本
柑
に
於
き
ま
し
で
も
、
現
在
計
一
悪
条
件
な
所
で
あ
り
、
主
産
業
の
一

し
回
予
算
折
衝
中
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
一
つ
で
あ
る
農
業
は
小
さ
な
段
々
畑
と

の
、
山
村
振
興
事
業
も
、
四
月
か
ら
一
小
さ
な
水
田
を
無
理
を
し
て
耕
し
、

は
四
十
五
年
度
予
算
と
し
て
、
計
上
一
自
給
自
足
が
や
っ
と
と
一
一
一
言
っ
た
家
が

実
施
で
行
な
う
べ
く
、
新
な
地
域
開
一
多
く
農
業
外
収
益
に
た
よ
ら
な
け
れ

発
白
種
子
蒔
き
に
、
全
力
在
住
ぎ
た
一
ば
な
ら
な
い
の
が
必
然
的
で
、
一
部

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
交
一
の
商
業
者
等
を
の
ぞ
け
ば
大
部
分
は

週
及
び
通
信
施
設
、
産
業
の
生
産
基
一
出
稼
ぎ
と
言
っ
た
現
状
を
見
る
時
、

盤
、
整
備
、
産
業
の
経
営
近
代
化
、
一
ど
う
し
て
ち
抜
本
的
な
改
造
に
せ
ま

文
教
施
設
、
社
会
生
活
環
境
の
施
設
一
ら
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

国
土
保
全
等
の
七
部
門
に
渡
っ
て
総
一
村
良
各
位
に
は
ど
う
か
こ
れ
等
の

事
業
費
四
億
四
千
万
円
余
り
の
投
資
一
点
を
御
理
解
願
っ
て
今
後
の
本
村
産

在
見
当
致
し
て
お
り
ま
す
。
一
業
開
発
に
は
、
絶
大
な
る
御
協
力
な

内
部
に
渡
っ
て
も
、
申
し
上
げ
た
一
賜
り
国
県
の
援
助
を
願
い
地
域
山
村

い
の
で
す
が
、
大
変
長
く
な
り
ま
す
一
に
合
っ
た
基
盤
を
整
え
て
ま
い
り
た

の
と
、
園
県
と
補
助
等
の
査
定
が
一
二
い
と
存
じ
ま
す
。

月
米
頃
ま
で
か
か
り
ま
す
の
で
、
こ
↑
ー
一
時
的
な
自
分
の
収
益
が
良
い
か

乙
で
は
は
ぷ
か
せ
て
い
た
だ
会
新
一
ら
と
一
冨
っ
た
自
己
主
義
根
性
在
捨
て

ι 
一、
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強

な
い
限
り
、
何
時
の
世
ま
で
も
こ
の

小
さ
な
地
域
す
ら
改
善
は
望
め
ま
せ

ん
。
弱
り
な
が
ら
も
手
そ
取
り
合
っ

て
相
談
を
し
合
い
、
そ
し
て
、
カ
を

合
わ
せ
て
古
い
意
地
強
根
性
を
捨
て

て
、
協
同
事
業
化
を
図
る
こ
と
が
、

何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
本
で
も
多
く
木
を
植
え
て
下
さ

い
。
一
頭
で
も
多
く
牛
を
餌
っ
て
下

さ
い
。
そ
し
て
、
粟
も
養
蚕
も
麦
も

稲
も
、
そ
れ
が
た
と
え
引
き
合
わ
な

い
と
患
っ
て
も
、
何
も
し
な
い
者
よ

り
励
ま
し
な
の
で
あ
り
ま
す
。
農
業

経
営
で
お
そ
ろ
し
い
こ
と
は
、
生
産

過
剰
と
仲
買
人
の
手
数
料
が
問
題
で

あ
り
ま
す
。

材
木
や
食
用
肉
の
需
用
は
、
近
代

的
に
な
れ
ば
な
る
だ
け
こ
れ
等
の
必

要
量
は
増
す
の
で
あ
り
ま
す
。
計
画

的
な
生
産
を
一
貫
し
た
販
売
体
制
、

つ
ま
り
我
々
は
我
々
の
団
体
組
織
そ

通
じ
生
産
か
ら
加
工
更
に
販
売
ま
で

そ
我
々
の
手
で
行
泣
わ
ね
ば
な
ら
な

い
時
代
で
あ
り
ま
す
。
時
代
に
は
波

が
あ
り
ま
す
。
今
の
苦
し
さ
に
た
え

て
不
さ
い
。
戦
前
の
苦
し
さ
を
思
え

ば
ま
だ
ま
だ
ま
し
な
ほ
う
で
あ
り
ま

す
。
我
々
は
団
結
し
近
代
的
農
林
業

の
出
来
る
農
地
造
成
、
又
そ
れ
等
に

要
す
る
農
林
道
の
整
備
、
村
政
は
こ

の
よ
う
な
点
を
重
視
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

近
隣
の
内
子
、
大
洲
、
長
浜
町
等

は
そ
れ
ぞ
れ
条
件
に
合
っ
た
近
代
工

業
が
「
ゆ
5
ち
」
さ
れ
よ
う
と
し
て

川
地
域
林
業
指
興
の
た
め
、
昭
和
四
十
一
現
在
の
久
万
林
業
で
は
、
先
進
林
業
一
篤
林
家
の
中
に
は
、
自
分
で
優
良
品
種
一
告
致
し
ま
じ
た
が
、
木
村
と
は
立
地
条
一
合
う
よ
う
に
と
り
い
れ
ら
れ
ま
し
て
、

い
ま
す
が
、
本
村
と
し
て
も
一
白

J
四
年
十
月
一
一
日
河
辺
村
森
林
組
合
主
催
一
地
の
長
所
在
と
り
入
れ
各
方
式
の
護
士
の
導
入
ゃ
、
選
抜
を
行
な
っ
て
い
る
事
一
件
、
自
然
的
条
件
も
や
や
異
る
点
も
あ
一
ま
す
ま
す
当
村
林
業
発
展
の
た
め
、
御

早
く
又
少
し
で
も
大
規
模
で
そ
れ
が
川
こ
よ
る
研
修
旅
行
こ
、
林
業
推
進
員
と
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

O
N
rも
あ
る
。
最
近
精
鋭
樹
に
よ
る
新
し
一
る
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
上
記
を
一
室
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
望
致
し
ま

更
に
本
村
の
離
農
家
対
策
の
推
進
に
川
I

v

;

一

一

一

一

ふ
シ
イ
タ
ケ
評
議
員
、
森
林
組
A
長

員

の

十

方

式

ね

ら

い

τ品
種
が
発
見
さ
れ
地
域
と
し
て
の
周
一
御
参
考
に
し
て
、
査
刊
に
適
し
か
っ
林
一
し
て
研
修
報
告
と
致
し
ま
す
。

役
立
つ
べ
く
応
援
致
さ
ね
ば
な
ら
f
'

一

一

一

一

川
方
々
と
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
崩
修
さ
与
イ
、
西
川
林
業
方
式
優
良
無
節
小
丸
一
待
も
大
き
い
。
一
家
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
砕
霞
目
標
に
一

い

と

思

い

ま

す

。

山

一

一

一川
れ
ま
し
た
皆
様
万
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
ニ
太
生
産
写
真
1
一
料
保
育
作
業
の
も
っ
と
も
特
色
と
す
一

こ

れ

が

今

、

国

で

示

し

て

い

る

広

川

牛

一

一

川
お
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
ム
口
、
吉
野
林
業
方
式
大
径
均
質
材
生
了
る
と
こ
ろ
は
、
枝
打
で
あ
り
、
植
栽
後
一

域
行
政J
圏
で
あ
り
、
又
広
域
産
業
園
川

d

一

一

一

川

私

も

私

な

り

に

感

じ

ま

し

た

こ

と

は

、

一

産

写

真

2
士
ハ
ト
七
年
生
に
な
る
と
、
通
称
ド
ロ
枝
一

で

も

あ

る

と

思

し

ま

す

。

川

一

一

一

川
今
回
の
研
修
は
大
変
意
義
の
深
い
も
の
よ
ハ
、
回
根
林
業
方
式
二
段
三
段
林
経
一
落
し
と
い
っ
て
地
上
高
一

J
一
@
五
一

文

教

問

題

に

付

き

ま

し

て

は

、

結

川

一

一

一

山

で

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

こ

こ

に

厚

く

一

、

営

写

真

3
一
肌
ま
で
の
枝
打
作
業
を
開
始
し
、
二
一

論
か
ら
申
し
ま
し
て
、
昭
和
四
十
八
H

一

一

一

川
御
礼
を
申
し
ょ
げ
ま
す
と
共
に
御
参
考
一
二
、
北
山
林
業
方
式
磨
き
丸
太
生
産

7
0年
生
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
四
J
五
回
行
一

年

で

山

振

事

業

が

終

り

ま

す

か

ら

こ

日

一

一

一

川

ま

で

に

そ

の

概

要

に

つ

い

て

報

告

致

し

)

一

写

真

4
一
な
っ
て
枝
下
高
七
れ
ぐ
ら
い
ま
で
に
一

れ

に

よ

っ

て

施

設

整

備

及

び

合

併

準

川

一

一

一

川
ま
す
。
ー
一
以
よ
の
よ
う
に
、
全
国
有
名
林
業
地
プ
打
よ
げ
る
。
こ
れ
は
、
伐
期
に
一
O
@
一

備

を

完

了

し

、

四

十

九

年

度

よ

り

実

川

一

一

一

質
統
は
い
合
そ
行
な
う
べ
く
計
画
で
…
山
久
万
林
業
の
歴
史
に
つ
い
て
一
の
特
性
そ
そ
れ
ぞ
れ
と
、
林
家
が
、
自
一
五
仰
角
(
一
ニ
寸
五
分
)
長
さ
一
一
一
ヱ

進
め
て
お
り
ま
す
。
山
久
万
地
方
で
、
人
工
造
林
が
行
な
わ
己
の
生
注
目
標
に
、
こ
れ
を
と
り
入
れ
て
一
O
尺
)
皇
室
一
一
玉
と
る
こ
と
一

そ
れ
ま
で
の
問
、
か
な
り
の
余
裕
…
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
の
五
有
利
な
林
業
経
営
が
推
進
さ
れ
て
お
り
一
を
目
標
と
し
た
も
の
で
、
現
在
優
良
無
一

も
有
り
ま
す
の
て
皆
様
の
建
設
的
…

1
H
A一
め

頃

か

ら

え

ま

す

。

一

節

材

の

生

産

地

形

成

そ

目

指

し

て

五

一

御

意

見

を

賜

り

た

い

と

思

う

の

で

あ

…

一

一

了

一

一

ょ

う

で

あ

ム

一

打

技

術

の

普

及

指

導

が

行

な

わ

れ

て

い

一

り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
止
一
て
一
一
ま
し
て
主
同
生
産
技
術
の
特
徴
一
る
。
枝
打
器
昔
、
久
万
独
特
の
枝
打

E
四
十
九
年
度
に
は
村
百
九
一
一

y

生
合
わ
せ
ま
し
て
六
学
級
編
成
に
な
川
一
一
比
一
ア
¥
山
県
か
ら
王
は
議
」
で
あ
る
o
従
来
は
、
主
に
従
っ
て
、
梯
子
、
ブ
リ
ナ
ワ
を
用
い
一

り
、
小
学
校
長
北
平
小
学
校
、
大
山
一
つ
一
一
ノ
告
大
王
林
業
の
器
導
入
を
行
ス
っ
た
通
商
主
ぞ
行
な
っ
て
い
る
。
一

伍
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
三
学
級
づ
っ
…
一
一
「
一
丁
一
晋
の
住
職
と
し
一
満
な
大
径
材
生
産
を
行
ね
っ
て
き
」
刷
久
万
地
方
は
、
林
地
肥
培
が
さ
か
一

の
複
式
、
河
辺
小
学
校
も
四
学
級
と
川
一
一
に
一
一
て
来
住
さ
号
、
最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
施
業
五
ん
で
あ
る
が
郡
内
の
年
間
肥
蓄
積
一

な
り
手
。
経
済
問
題
に
併
せ
て
と
欝
一
一
戸
た
記
者
は
主
と
し
て
一
部
の
大
規
模
経
営
者
止
は
約
二
千
H
A
と
推
定
芯
れ
て
い
る
。
一

来
の
宮
背
負
う
人
作
り
の
教
育
問
止
一
時
一
一
察
当
時
と
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
一
劫
謀
の
施
肥
が
ま
で
あ
る
が
主

題
等
、
重
点
的
に
皆
様
と
共
に
一
丸
一
一
研
一
一
城
久
万
町
に
と
中
小
規
模
で
は
主
と
し
て
、
語
、
主
栽
後
一
一
丁
四
年
間
ぐ
ら
い
継
続
し
て
行
一

懸
命
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
一
一
期

z

i亙
打
、
林
地
肥
培
を
組
み
合
わ
せ
た
、
主
主
号
、
枝
打
後
の
喜
一

今
年
は
、
国
勢
調
査
が
御
座
い
ま
と
一
議
一
二
号
五
期
育
成
に
よ
る
露
五
、
中
小
す
の
た
弟
、
磨
丸
太
材
そ
つ
く
る
た
一

時
上
農
業
セ
ン
サ
ス
も
行
な
…
一
戸
市
立
詩
吟
日
時
間
同
町
九
一
一
一
戸
時

H
U
T
-一

と
も
あ
れ
、
昔
か
ら
今
ま
で
、
曲
川
一
一
克
一
一
業
地
勢
急
峡
な
一
語
は
、
優
良
審
査
目
標
ー
す
除
伐
は
、
八
J
一
O
年
生
ア
実
施
一

が
り
な
の
に
も
今
日
ま
で
助
け
合
っ
…
一
一
い
札
平
林
寒
冷
地
の
山
一

0
年
l
七
O
年
と
い
ヮ
た
高
伐
期
で
乏
し
間
伐
は
、
一
五
年
生
頃
か
ら
弱
度
の
一

て
き
た
河
辺
住
民
こ
は
、
一
人
で
と
一

3
一
一
京
患
の
一
っ
た
が
、
戦
後
の
木
材
需
要
構
造
の
青
空
ニ
l
四
回
ぐ
ら
い
に
行
な
っ
て
一

多
く
こ
の
土
地
に
生
存
出
来
る
よ
う
…
「

l
L

発
展
の
ま
ま
一
化
ゃ
、
社
会
経
済
の
動
向
を
反
映
し
三
い
る
が
、
磨
主
と
し
て
高
価
に
取
引
一

お
互
い
の
種
主
義
び
、
少
し
…
な
ら
ぬ
反
面
、
自
然
の
条
件
が
ス
ギ
の
一
通
底
無
節
の
中
、
小
丸
太
の
早
期
豆
さ
れ
て
い
る
間
伐
木
も
あ
る
。
一

で
も
幸
な
暮
し
が
で
き
る
よ
う
協
丸
善
に
適
し
て
い
る
事
そ
考
え
ら
れ
、
一
を
主
眼
に
、
議
室

0
2一
一
豆
例
そ
の
他
、
林
地
や
立
体
的
な
利
用
一

し
め
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
川
明
治
五
年
よ
り
自
ら
も
植
林
在
行
な
う
一
ぐ
ら
い
に
短
縮
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
と
、
保
護
効
果
を
ね
ら
っ
た
こ
段
林
施
一

申
し
上
げ
れ
ば
切
り
が
な
く
ご
ざ
…
と
共
に
、
附
近
の
住
民
に
対
し
て
も
商
一
し
、
五
O
H
A
以
よ
の
大
規
模
経
営
者
二
業
を
行
な
っ
て
い
る
林
家
が
一
部
に
見
一

い
ま
す
け
れ
ど
、
年
初
め
の
こ
と
で
…
木
の
無
償
配
付
を
行
な
う
等
、
広
く
植
一
に
あ
っ
て
は
、
優
良
式
径
木
生
産
を

ivbれ
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
北
山
林
業
一

も
あ
り
ま
す
の
で
、
以
ト
甫
し
述
べ
…
林
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
久
万
林
一
標
と
し
て
い
る
人
も
多
い
。
一
の
流
れ
在
く
ん
だ
ム
ロ
ス
ギ
仕
立
に
よ
っ
一

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
時
節
…
孝
信
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一
例
植
栽
本
数
は
、
人
工
材
の
始
ま
っ
一
て
磨
丸
太
乏
生
産
し
て
い
る
。
一

柄
御
身
体
に
は
充
分
御
留
意
さ
れ
ま
…
ょ
う
で
あ
り
ま
す
。
井
部
翁
が
和
歌
山
一
た
明
治
初
期
に
は
、
吉
野
林
業
の
影
響
一
例
久
万
材
の
製
品
は
県
内
外
の
好
評
一

し
て
、
今
後
の
村
政
に
格
別
の
御
協
…
の
出
身
で
あ
っ
た
関
係
上
指
導
さ
れ
た
一
を
受
け
て
H
A
当
り
一
万
本
ぐ
ら
い
植
一
を
得
て
お
り
、
そ
の
材
質
の
特
徴
は
、
一

力
生
旦
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
私
の
…
造
林
方
法
は
吉
野
林
業
を
モ
デ
ル
に
し
一
え
て
い
た
が
、
昭
和
の
初
期
に
か
け
三
①
木
目
が
、
ち
密
で
樹
心
部
と
外
周
部
一

年
頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
…
て
、
密
植
が
行
な
わ
れ
、
通
直
完
満
な
一
大
体
李
本
ぐ
ら
い
に
替
、
最
近
に
」
の
木
目
の
む
ら
が
少
い
。
一

…
大
径
材
生
産
に
意
点
信
託
か
れ
た
こ
と
か
一
至
り
、
造
林
貿
の
高
臓
な
ど
の
原
因
主
⑤
心
材
の
色
が
美
し
い
。
一

山
ら
、
現
在
の
ス
ギ
林
に
は
相
当
数
の
吉
一
ら
、
王
千
本
前
後
の
植
栽
本
数
に
械
少
⑤
挽
肌
の
つ
や
が
良
い
。
一

山
野
系
統
品
種
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
育
一
し
て
い
る
o

，

一

④

節

が

少

い

一

一

山
林
技
術
も
吉
野
林
業
の
方
式
在
基
礎
に
一
村
商
木
は
、
吉
野
系
統
の
実
生
出
が
ι
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一

川
し
て
発
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
造
林
樹
種
一
一

の
八
O
%
ま
で
が
ス
ギ
で
あ
る
こ
と
か
ι凶
む
す
び

p

一

町
凶
久
万
林
畿
の
見
ど
こ
ろ
ら
裏
返
く
関
心
が
持
た
れ
て
お
立
久
万
林
業
の
研
修
概
要
に
つ
い
て
官

;
;
1
1
1
1
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